












































































れる低迷する温泉地」（日本交通公社編 2004: 54）との二極分化が鮮明になったのである． 
 
 1.2 個人客のニーズと旅館の経営課題 
 では近年の個人旅行客のニーズとは具体的にどういうものなのだろうか． 





点に表現される．① テーマ性，② 地域性・地域への関与，③ 参加・体験，④ 地元での交流．
そしてニューツーリズムの具体的なタイプとしては，① 長期滞在型観光，② エコツーリズム，
③ グリーン・ツーリズム，④ 文化観光，⑤ 産業観光，⑥ ヘルスツーリズムの6つが挙げられ
ている． 
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表1 金井（2007）の分析結果 
 全標本 低価格 高価格 
経営理念 かけ流し かけ流し  
 豪華料理（－）   
経営努力 施設改築 接客サービス 施設改築 
 接客サービス ネット発信 外部講師 
 ネット発信  挨拶状（－） 
統制変数 標準宿泊料金  経営者の年齢（－） 

































 以上を踏まえて本稿では，(1) 経営理念と経営努力との因果関係も考慮に入れつつ，かつ (2) 
可能な限り変数の数を減らして使用する変数の理論的含意を明確にした上で，経営理念や努力
が経営状態に与える影響を分析する．具体的には，クラスター分析によって (2) の課題に，パ




















位置づけ No 変数名 意味 
経営理念 r1 露天風呂 「露天風呂」がセールスポイント 
 r2 かけ流し 「源泉かけ流し」 
 r3 客対応 「お客様へのきめ細かい対応」 
 r4 近代的設備 「近代的で快適な設備」 
 r5 地元料理 「地元素材にこだわった食事」 
 r6 豪華料理 「豪華な食事」 
経営努力 d1 施設改築 「施設の改築・改装」をここ5年間におこなった 
 d2 接客サービス 「接客サービスの向上」 
 d3 雑誌広告 「旅行雑誌への広告掲載」 
 d4 ネット発信 「インターネットによる情報発信」 
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 d5 挨拶状 「常連客への挨拶状送付」 
 d6 営業マン 「営業マンを雇っての営業活動」 
 d7 パック旅行 「旅行代理店やJRなどとのパック旅行企画」 
 d8 視察 ここ5年間で単独で他の温泉地や観光地へ研修や視察に行った 
 d9 外部講師 ここ5年間で単独で講習会などの外部講師を招いた 
経営状態 j1 客数 5年前と比べた客数の変化（「5割以上減った」= 1から「5割以上増えた」= 7までの7段階） 
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 平方ユークリッド距離かつWard法（以下図4まで同様） 
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温泉地の旅館経営における二つの方向性 
――＜資本力＞と＜おもてなし＞の複合因果に関する計量分析――－金井 




























































































.185 (***)  
*** p <.001， ** p <.01，* p <.05， + p <.1． 
各パスの数値（小数点以下3桁）は標準化係数，観測変数右肩の数値（2桁）は決定係数（以下図8まで同様）． 














 全標本 低価格 高価格 
＜資本力－理念＞ .122 .099 －.003
＜おもてなし－理念＞ .137 .092 .163
＜資本力－努力＞ .238 .149 .217


















































































































































































































































が1.6を越えないことは確認してある．なお個々の分析（計6モデル）での調整済み決定係数は .067 ～ .182




 6) さらに詳細な情報は金井（2007）を参照．なお，金井（2007: 2）で計画標本数を「1,516」としているのは
誤りである． 























 11) 完全逐次モデルであるからχ2乗値 = 0かつGFI = 1．以下すべてのモデルで同様． 
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Two Management Policies of Japanese-style Hotels in a Spa Resort : 
Statistical Analysis of the Compound Cause and Effect between Capital and Hospitality 
 
Masayuki  KANAI 
(Faculty of Education, Art and Science) 
 
 
     We examine how two management policies of Japanese-style hotels in a spa resort, capital and 
hospitality, would contribute to improving achievement, using our social survey data. 
     We show three findings. (1) The structure of the cause and effect between the management policy 
and the improved achievement differ greatly between low charged hotels and high charged hotels. (2) 
According to the high charged hotels, hospitality as the management concept contributes more to 
improving achievement than capital. (3) On the other hand, according to the high charged hotels, as the 
management effort, capital contributes to improving achievement rather than hospitality. 
 
     Key words: social survey, cluster analysis, path analysis 
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